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ポートフォリオは大学教育の質向上に貢献できるか？

金沢工業大学における
ラーニング・ポートフォリオの実践事例について

－KITポートフォリオシステム－

藤本 元啓



１．はじめに ポートフォリオ運用の動機

2

・目的志向を高める、自信を持たせる、人間力を高める
・学修成果を記録する習慣付け
・マス教育から個々の学生に焦点を当てた教育への転換

大学におけるキャリア教育のあり方－キャリア教育科目を中心に－（国立大学協会）



１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年

１週間の行動履歴 ◎ ○ ○ ○

新聞ポートフォリオ ◎ ◎ ◎ ○

学期末の達成度自己評価 ◎

キャリアデザイン ◎ ◎ ◎

自己評価レポート
（科目登録制） ◎ ◎ ◎ ◎

プロジェクトデザイⅠⅡ ◎ ◎

科学技術者倫理 ◎

プロジェクトデザインⅢ ◎

達成度評価レポート
（学年末） ◎ ◎ ◎

２．ＫＩＴポートフォリオシステムの全体像

◎印：必須 ○印：任意

「気づき→努力→自信→意欲」を引き出すシステム
自己実現の目標を設定し（Plan）、その目標を達成するための活動プロセスや成果を「ＫＩＴポートフォリオシステ
ム」に記録（Do）、集積した記録をもとに目標への達成度を自己評価し（Check）、次の改善を図る活動計画を作成
し実行（Action）する。
１週間単位、学期単位、学年単位で自らの目標の達成度を確認しながら、
①自学自習の姿勢を身につける ②生活スタイルを確立する ③自己の目的指向を高める

修学生活における自己管理と自己評価からの気づき 学習プロセスと成果とを学生・教員が相互検証

3



１．2単位、全学必修 １年間を通した修学・生活指導

２．キャリアデザインポートフォリオ、修学ポートフォリオ、新聞ポートフォリオ
★「主体性をもった人物に育つための準備作業」：PDCAサイクル

３．本学の各種授業スタイル（講義、講話聴講、演習、グループ討議、プレゼンテー
ション）の体験

４．キャンパスラリー、ＬＣツアー、研究室調査・訪問（→履修計画）など、
教室から離れた活動の体験

５．ポートフォリオ・聴講ノート・レポート・小論文コンテストを通した日本語表現方法
の量的体験 ★ライティングセンター：年２回のレポート添削

６．５月と２月の全数個人面談、各学期の指定・希望個人面談

７．１クラス50～70名、30クラス、教養系教員１クラス担当、全クラス１限目開講

１年次生全学必修科目・共通学習支援計画書（シラバス）

１日、１週間、１学期間、１学年

修学・生活の自己管理とタイムマネジメント
気づき ： 何を省き、何に取り組むか

年度末：１年次の達成度評価ポートフォリオレポートの作成
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３．初年次基幹科目「修学基礎Ａ・Ｂ」の概要

自
己
の
管
理
・
評
価
・
理
解
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過去過去

現在現在

将来将来

体験
と

情報

４．キャリアデザインポートフォリオⅠ Ver.2

自己分析・自己理解・
動機付け

25年度改訂版



① 今週の優先順位と達成度 ② 出欠席遅刻・・・科目名、理由 ③ 学習・・・科目名、資格名、時間数
④ 課外活動・・・教育施設、クラブ活動、アルバイト、時間数
⑤ 健康管理・・・朝昼夜の食事摂取、睡眠時間、積極的な運動時間
⑥ １週間で満足したこと、努力したこと、反省点、日常生活で困ったこと（２００文字程度）

教員コメント欄

コメントを確認
し学生各自で
入力

５．修学ポートフォリオ「１週間の行動履歴」 Ver.3

修学基礎
Ａ・Ｂ

１年次
全学必修

自己管理
時間管理

１週間の
振り返り

毎週提出
翌週返却

①

②

③ ④

⑤

⑥
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６．達成度評価ポートフォリオ
１～３年次生の学年末に作成 → 新年度の全数個人面談資料

①今年度の目標（50文字）と達成度自己評価（200文字）

②今年度の修学・生活状況の反省（100文字）、およびその改善方法（200文字）
（出欠、成績、課題提出・各種教育センター利用、課外活動、健康、アルバイトなど）

③希望進路（100文字）とその実現に向けて実際にとった行動・成果・展望（200文字）
（自学自習、資格挑戦・取得、インターンシップ、研究室選択など）

④「KIT人間力＝社会に適合できる能力」に示された５つの能力の達成度自己評価
（各100文字）

（「自律と自立」「リーダーシップ」「コミュニケーション能力」「プレゼンテーション能力」「コラ
ボレーション能力」の各項目について、具体的な達成度自己評価）

⑤ この１年間の大学生活において、自分自身で最も成長したと思うことの具体的

な事例とその理由（300文字）

⑥次年度の目標（50文字）とこれを達成するための行動予定（200文字）
（各学年設問項目が異なる）

年度末報告書型
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学年単位のＰＤＣＡ



７．学生の声と授業アンケート

自分の行動を振り返り、次の学年での目標を明確にする手助けになったように思
う。また、高校まではあまり文章を書くことがなかったが、文章を多く書く練習にも
なったと思う。

毎年の進路について自分の行動やその時の進路に関する考え方を振り返ること
ができるのでよかった。また、考えるだけでは忘れてしまうことが多いが、それを
記入して保存することができるため、過去と現在の進路に関する考え方を比較す
ることができるので、さらに考えが深まってよいと思う。

他のレポート課題と同じように、文章を考える訓練にはなった。実際、各学期の
回顧と展望を比べてみると、学期が進むごとに文字数が増えている。加えて、反
省と改善の提示の訓練でもあった。達成度ポートフォリオは提出課題であるた
め、強制的に反省と改善の提示を捻り出さなければいけない。つまり、考えずに
は先に進めないのである。これが１年間続くことによって習慣になる。これは周り
の友人との会話からも伺える。例えば学期終了時に感想を求めると、なぜか反
省とその改善点が示される。これは私にも当てはまることで、ポートフォリオの威
力を実感する体験であった。
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「行動履歴」や「達成度評価」の作成は有益でしたか
大変有益 有益 肯定率 回答数

16年２期 6.2% 58.7% 64.9% 1,156

３期 9.3% 68.5% 77.8% 1,007

17年１期 19.0% 71.7% 90.7% 1,341

２期 16.0% 70.3% 86.3% 1,321

３期 18.0% 69.4% 87.4% 1,141

18年１期 17.7% 72.4% 90.1% 1,528

２期 13.7% 64.5% 78.2% 1,301

３期 20.7% 68.1% 88.8% 1,284

19年１期 24.1% 70.1% 94.2% 1,133

２期 16.7% 71.5% 88.2% 1,114

３期 23.7% 68.5% 92.2% 944

20年１期 23.6% 70.1% 93.7% 1,209

２期 18.9% 70.7% 89.6% 1,152

３期 26.6% 66.1% 92.7% 986

21年前学期 19.8% 71.4% 91.2% 1,055

後学期 22.9% 70.1% 93.0% 885

22年前学期 22.7% 70.7% 93.4% 1,175

後学期 25.9% 68.1% 94.0% 818

23年前学期 22.3% 72.3% 94.6% 1,074

後学期 27.7% 66.7% 95.4% 723

24年前学期 22.4% 71.7% 94.1% 1,152

後学期 23.1% 70.1% 93.2% 849
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十分身についた やや身についた あまり身に

つかなかった

全く身に

つかなかった

回答数

16年１期 12.7% 67.2% 17.5% 2.6% 1,404

２期 9.4% 59.9% 25.6% 5.0% 1,156

３期 19.4% 60.6% 15.1% 5.0% 1,007

17年１期 26.8% 58.4% 11.9% 3.0% 1,341

２期 15.5% 65.9% 16.3% 2.3% 1,321

３期 24.4% 61.6% 11.7% 2.3% 1,141

18年１期 23.6% 60.6% 13.5% 2.3% 1,528

２期 15.4% 61.5% 20.3% 2.8% 1,301

３期 23.0% 63.6% 10.7% 2.6% 1,284

19年１期 24.2% 61.3% 12.2% 2.3% 1,133

２期 14.9% 67.2% 15.4% 2.5% 1,114

３期 29.4% 60.2% 9.3% 1.1% 944

20年１期 26.6% 61.2% 10.2% 2.0% 1.209

２期 15.1% 59.0% 22.8% 3.1% 1,152

３期 24.5% 64.6% 9.0% 1.9% 986

21年前学期 21.9% 62.7% 8.0% 2.6% 1,057

後学期 21.6% 65.2% 8.6% 1.7% 882

22年前学期 19.8% 64.4% 13.8% 2.0% 1,177

後学期 25.2% 63.9% 9.8% 1.1% 814

23年前学期 21.4% 64.2% 12.0% 2.4% 1,085

後学期 27.2% 63.3% 8.1% 1.4% 724

24年前学期 24.9% 64.3% 10.0% 0.8% 1,154

後学期 23.6% 67.6% 7.8% 1.0% 850

入
学
以
前
と
比
べ
て
自
学
自
習
は
身
に
つ
き
ま
し
た
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期待される効果 → 達成されつつある効果

１．修学・生活の自己管理と分析（自立と自律への第一歩）

２．自己評価の文章化による自己表現力（就職エントリーシートへの接続）

３．次年度の目標と行動設定（キャリアデザイン）

４．修学アドバイザーによる迅速な修学指導

５．保護者会（全国５３会場）個別懇談手元資料

６．実在修学モデルの提示（大学ＨＰ、入学案内など）

８．第二学籍簿としてのポートフォリオ

予想外の効果
１．進級した学生も１年次修学アドバイザーに報告や相談

・１年生と上級生のコミュニケーション醸成
・一部で上級生が１年生を指導する「勉強会」の発足

２．上級生が修学上の相談にのる「？相談コーナー」の設置
３．学生がオープンキャンパス、保護者会のミニ講演などでデータ公開
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９．新聞ポートフォリオ（２５年度運用開始、後学期から電子版）

社会を知る
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１０．自己評価レポートポートフォリオ

科目の行動目標
（学習目標）

についての達成度確認

人文社会科学体育系科目
全開講科目で実施

教員にとってはFDの材料
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学習目標振り返り型



１１．プロジェクトデザインⅠ・Ⅱポートフォリオ

入力項目
① ポスター
② 最終設計報告書
③ 最終口頭発表スライド
④ 能力状況とその向上に関する自己診断

活動成果保存型・能力自己診断
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１２.プロジェクトデザインⅢ（卒業研究）ポートフォリオ

活動状況：内容、時間
（日報、週報）

教員指導内容
教員管理メモ

学生・指導教員双方向型
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既存のＫＩＴポートフォリオ群

活動成果となるさまざまなコン
テンツを登録することが可能

１３．学生の成長支援型ＩＲシステムの構築
平成22年度「大学教育・学生支援推進事業 大学教育推進プログラム」

ＩＲ（Investor Relations）活動のコアとなる学生の成長プロセスの発信

自身の成長をステークホルダー交流会を通じて社会にライブ発信
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課外プログラムポートフォリオ
特別奨学生対象



１４．初年次から連続するポートフォリオ
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ポートフォリオ名称 基礎的・汎用的能力
配当科目

（人文社会科学生涯スポーツ以外は必修）

1週間の行動履歴 自己管理・自己理解 修学基礎Ａ・Ｂ

達成度評価（学年末）
自己管理・自己理解・
キャリアプランイング

修学基礎Ｂ（１年）、
プロジェクトデザイン実践（２年）、専門ゼミ（３年）

キャリアデザイン
自己理解・自己分析・
キャリアプランニング

修学基礎Ａ・Ｂ（１年）、
技術者と社会（２年）、技術マネジメント（３年）

新聞 自己理解・社会形成
修学基礎Ａ・Ｂ（１年）、
技術者と社会（２年）、技術マネジメント（３年）

科目の達成度自己評価 自己理解・課題対応 人文社会科学生涯スポーツ（１～４年）

学部大意科目
自己理解・社会形成・
キャリアプランニング

〇〇大意（１年）

プロジェクトデザイン
（PBL）

人間関係・社会形成・
課題対応

プロジェクトデザインⅠ（１年）
プロジェクトデザインⅡ・実践（２年）
プロジェクトデザインⅢ（４年）
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１５．ポートフォリオの評価例

１．1週間の行動履歴
「今週すべきこと」の3つの欄すべてに記述がある。（1点）
履歴の欄の各行に記述がある。（1点）
反省すべき点と対策の欄に100字以上の記述がある（1点）

２．キャリアデザイン
文字数 900～1000字（2点） 900字未満（0点）
フォーマット フォーマットが正しい（2点） フォーマットが間違っている（0点）
テーマ 指定されたテーマに基づいて独自の論題を記述している（2点）

独自のテーマを設定していない。もしくは、指定されたテーマに基づいていない（0点）
文献 引用した文献（ＨＰからの引用は不可）が1冊以上あり、引用の形式が正しい（2点）

引用した文献があるが、引用の形式が正しくない。文献の引用がない（0点）
内容
内容について2点満点で採点する。文章記述の基本的ルール（常体が使用されているか、
段落の最初を1字下げているか、体言止めを使っていないかなど）が守られていない場合は
加点しない。

３．新聞ポートフォリオ
「見出し、新聞名、ページ」と「その見出しの記事内容についての感想」の各欄に漏れなく記述が
ある。（2点）

「上記記事の内、特に印象に残った記事についての解説欄に200字以上の記述がある（1点）



１６．学生のポートフォリオ活用例

学生生活でやり遂げた重要な事柄を、ポートフォリオで再構成してク
リアファイルノートにまとめ上げ、就職活動のエントリーシート作成に
活用したり、面談でそれを企業の面接者に見せて説明したりして、
希望する企業に就職した卒業生も多い。

【クリアファイルノート作成上の注意事項】
①自分がもっとも苦しんだ事柄について、それを具体的にどのよう

に解決したかをまとめること
②自分がもっとも成長した事柄について、具体的な証拠を挙げてま

とめること
③授業で作成したレポートや資料はデータとして保存しておき、必

要に応じてクリアファイルノートに加えること
④作品は写真で保存しておくこと
⑤ポートフォリオ作成は、自分自身のデータベース作りと心得ること
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１７．平成13～24年度の教育センター等利用者数

および学長褒賞（褒めの教育）受賞者数

Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 H20 H21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24

学生数 7513 7295 7011 6851 6824 6892 6809 6903 6767 6675 6550 6702

数理工

教育研究Ｃ
12163 14181 14456 13579 14772 15784 15765 14593 14059 20017 19529 27501

夢考房 26 18290 21220 31330 45864 47333 53233 55568 55382 41297 31662 33561 25454

夢考房 41 40327 41940 43842 46203 47597 51070 52270 55389 53785 55393 56698 56441

学長褒賞 2984 3847 4332 5423 6694 7864 9053 7009 5559 5668 5514 6127

・夢考房26：ものづくり 夢考房41：プロジェクト

・学長褒賞受賞者延人数（20年度より受賞条件変更、21年度より２学期制）

22年度から数理リテラシーパスポート特別講座実施
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2学期制ポートフォリオ
運用開始



１８．平成13～24年度のＱＰＡ：Quality Point Average
ＱＰＡ＝（評価ポイント×単位数）÷（履修科目の総単位数）

評価ポイント：Ｓ（４）・Ａ（３）・Ｂ（２）・Ｃ（１）・Ｄ（０）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

１３年度入学 2.19 2.09 2.17 2.30

１４年度入学 2.18 2.14 2.21 2.34

１５年度入学 2.31 2.23 2.26 2.36

１６年度入学 2.24 2.30 2.43 2.48

１７年度入学 2.35 2.39 2.44 2.50

１８年度入学 2.33 2.38 2.47 2.54

１９年度入学 2.33 2.40 2.50 2.56

２０年度入学 2.29 2.42 2.45 2.53

２１年度入学 2.36 2.42 2.45 2.53

２２年度入学 2.38 2.41 2.40

２３年度入学 2.48 2.44

２４年度入学 2.36

★ 数字は各年次末までの累計平均値、最大値は4.00 21



①本システムは、KITポートフォリオ（カリキュラム修得フロー）、KITダッシュボード、KITポー
タルで構成され、これらの３つの機能を合わせてKITナビと呼称する。

②専門課程も含めて、学修の成果を蓄積する仕組みを構築し、学生に対して成長の度合
いが見える仕組 みを構築する。

【各種ポートフォリオとの連携】

１９．構築中のＫＩＴナビについて

ＫＩＴポートフォリオ KITダッシュボード

【各種システムとの連携】KITダッシュボード
からのデータ参照

・出席登録システム
・資格試験管理システム
・成績照会システム
・学長褒賞推薦システム

etc
・達成度評価ポートフォリオ
・修学ポートフォリオ
・キャリアポートフォリオ
・自己評価レポート
・プロジェクトデザイン
・レポート提出システムetc

カリキュラム修得フロー
からの連携

■作品やコンテンツなどの学習成果物と学習プロセスを蓄積する
■プレゼンや情報発進を行うためのデータを整理して取出せる

■学生自身が成長の度合いを容易に把握できる
■学生にとって必要な情報を提供する

【カリキュラム修得フロー】
【成果物の格納（専門課程も含む）】
【科目、科目群での達成度登録】
【成果物の出力】

KITポータル

【共通告知、学科連絡、学生呼出】
【休講補講照会】
【時間割照会】 etc

学生ポータルの
リニューアル

ＫＩＴナビ
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１．GP資金は教育改革と連動

システム開発・設備・増設費（人件費不可）

２．システムの導入だけでは何も始まらない

できる部分からスタート（欲張らない）

学生との協働作業であることの認識

学生の意識を変えるという強い意志

３．組織的運用が個人的運用へ拡大

４．組織的運用は１クール４年間の継続

５．基礎的・汎用的能力
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２０．おわりに ポートフォリオ活用１０年目を迎えて

ポートフォリオ活用に向かない方々
■課題の返却をしない
■学生は教員の背中を見て成長する



すべては学生のために

ご清聴ありがとうございました

fujimoto@neptune.kanazawa-it.ac.jp


